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「「「「本本本本物物物物志志志志向向向向時時時時代代代代来来来来るるるる 」」」」    
 

石田 哲史 
 

ブル崩壊後各企業の 設備投資は 現在も 尾を

引い て います。ソフト産業に つ い て も 少な か ら

ず 影響を受け、客先か らの 受注金に つ い て

は 厳しいコ ストダ ウ ンの 嵐の 中で もまれ て い ます。また

従来に 比べ 客先の 監査基準も 厳しく、安く高性能の も

の を短納期でという、一見矛盾と思わ れ て い たことが ソ

フト開発の 現場で は 現実となって の しか か ってきて いま

す。一 方ここ数年でソ フト開発の 環境も 変化して お り、

従来の ホス トによる 開発か らＷｉｎｄｏｗｓ９５／ＮＴを利用

した Ｃ／Ｓに よる 開発が 一般的に な って きました 。  
 

社の ソ フト開発も 時代の 流れ に 合わ せ 新技

術へ の 取り 組みを続け てきました。特にＣＡＳ

Ｅに つ い て は 、従来の ソ フト開発か ら脱却を

図 る た め に 重要なテーマで、か ねてより 検討・試験運用

を繰り 返してきました。検討当時（平成４～６年）は ＣＡＳ

Ｅ製品 も 少なく、製品 自体が 高額で あ る ことと、動作環

境も 高機能ＵＮＩＸでないと動作しな いとい う状況でした。

そ れ で も 試験運用をしな が ら本 格導入を目指しました

が、ＣＡＳＥの 持つ 設計理論 が 当社の ソ フト構造に 適合

させ る ことが 難しく、ＣＡＳＥ導入を一時断念せ ざ る を得

な い 状況に な り ました 。  
 
の ときたまたま当社の ソ フト開発を依頼して い

たテス コ（株）か ら渡辺氏が 来社し、ＺＩＰＣの 構

想に つ い て 聞くことが でき“まさにこれ だ !!”と感
じました。設計手法的 に は 当社で 使用して い た 状態遷

移表を利用して お り、オ ンラインシ ス テムで の 使用実績

と設計経験が 豊富で あったことか ら、導入に 向け て の

評価を開始しました 。  
 
価の 結果、ＣＡＳＥを多くの ＳＥが 使用す る とい

う面では 多少課題も あ らい ました が お お む ね

満足す る 結果が 得られ 、ＣＡＳＥ推進 に 拍車を

か け る ことが できました。また 課題に つ い て は 、当社の

ソ フト開発に 特化して い る 部分が 多い ことか ら、当社版

ＺＩＰＣとしてＣＡＳＥの カ ス タマイ ズ を実施す る ことにしま

した。（リバース エ ンジ ニアリング 機能、ユーザ ーカ ス タ

マイ ズ 型オ ンラインマニュアル機能、 3次元遷移機能）。
現在で は ＣＡＳＥを利用す る の が 当た り 前に なり、高度

利用者に つ い て は 、リバース 機能に より 既存ソ フトを利

用したプロトタイプ開発を行なって お り、工期、短縮とユ

ーザ ーへ の サ ービス 強化が 図られ て い ます 。  
現在は 、当社の （ＮＫＺＩＰＣをテス コ（株）と共同開発）を

ＣＡＴＳか ら販売す る ように な り ました 。  
 

れ か らも 客先か らの 要望は より 高くなり、そ れ

に 応え て いくことがメーカ ーの 生き残る 道に な

って い くの で は な い で しょ うか ？  
 
い わ ゆ る 「本物志向の 時代」の 幕開け で す 。  

 
 
 

石田 哲史（い しだ  て つ じ） 
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